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イチゴ新品種「愛きらり®」の特性を、
クラウドカメラ等で解明したい!
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１. 実証実験の概要
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● 愛知県とJAあいち経済連が共同育成しているイチゴ新品種「愛きらり」は、生産者から優れた果実品質に加えて、

収穫量が多いこと、果実が大きくて収穫作業の負担が少ないことなどが期待されている。2024年秋から本格的な販

売開始を予定している。

● イチゴは気象条件や栽培管理によって生育や果実品質が左右されるため、高品質な果実を安定的に出荷するために

は、「愛きらり」の特性に合わせた栽培管理が必要である。

● 地域によって気象条件や栽培管理が異なるので、各地域に適した栽培管理を提案し、県全体で高品質な「愛きら

り」の安定出荷を目指す。
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背景・目的
試験栽培しているイチゴ新品種「愛経４号（商品名：愛きらり）」の生育をリアルタイムかつ詳細に

観察できるようにし、品種特性を解明する。

「愛きらり®」はJAあいち
経済連の登録商標です



対象となる業務の全体像
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2か月に1回、各地域を訪問し調査と生育に合わせた栽培
管理を提案

- １回の調査に３～４日

インターバル撮影が可能なカメラ２台を農業用ハウス内に
設置

- データを確認するためには設置場所に訪問して回収

クラウドカメラ等動画データ利用
- 2023年度は県内12地域で試験栽培
- 各地域の農業用ハウス内にインターバル撮影が可能で、

遠隔からデータ確認・回収が可能なクラウドカメラ等
を設置し、動画データを利用することで調査を効率化
したい。

ハウス内にクラウドカメラを設置し、イチゴの生育状態のリアルタイム把握と撮影記録を用いた品種

特性の解明が可能か検証した。



定量目標として、慣行手法と比較してどの程度の効率化が図れるかを
検証する

目標・KPI
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①調査の効率化（定量目標）

定性目標として、慣行手法と比較したときの調査内容の差を検証する

②イチゴ新品種の特性調査（定性目標）

加えて、システム利用者へのアンケート調査を実施し、サービスの有用性について検証
結果を考察する。



２. 実証実験の結果

7



KPIに関連する結果
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・県内6か所の調査１回にかかる稼働において25時間・人分を効率化
⇒ ２ヶ月に１回だった調査を旅費や移動の負担なく高頻度で実施可能

慣行 実証実験

調査日程調整 農総試＋普及課担当＋生産者 計

0.5時間×10人＝5時間・人
なし

移動 農総試

6時間×2日×1人=12時間・人
なし

普及課・生産者立会い 普及課+生産者 計

1.5時間×２人×6か所
＝18時間・人

なし

合計 25時間・人 0時間・人

①調査の効率化（定量目標）

イチゴ展葉に合わせて７日に１回調査する場合、調査回数は２ヶ月で８回

８回×25時間・人分＝200時間・人分が効率化



KPIに関連する結果
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・調査の効率化により、生育の経時変化が調査可能となった
・各圃場の栽培状況をリアルタイムに共有でき、情報交換が効率化した

慣行 実証実験

調査頻度 2カ月に1回 随時

調査内容 ・草高
・着果数
・果実の形や大きさ
・食味

・草高
・着果数
・果実の形や大きさ
・各果実の着色の早晩
・各果実の収穫時期

データ収集元 ・現地の観察データ
・出荷実績データ

・リアルタイム画像データ
・出荷実績データ

②イチゴ新品種の特性調査（定性目標）



● カメラの設置環境を考慮し陽当りの差を低減
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工夫したポイント

凡例

定点カメラ

カメラ向き
広角カメラ Wi-Fiルーター 電源

• 画像を利用する際に日の当たり方に差が出にくくなるように、カメ
ラ設置の方角をできるだけ合わせて設置

• 気温や湿度などの環境条件に差が出にくくなるように、カメラの設
置位置をできるだけ各圃場の中央寄りとなるように設置

• 季節による水没を考
慮し、電源類や通信
機器を地面から離し
た状態で設置



● 録画停止イベント検出機能を導入し保守性及びデータ収集の継続性を向上
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工夫したポイント

ATOM Cam
Soracom Cloud

Camera Services

撮影データ

クラウド録画異常発生

通知

異常検知

AWS Lambda

再起動

① 通信帯域が不安定になると
クラウド録画が続行不能となる

② クラウド録画状態を定期的に監視し、
録画状態の異常を検知した場合に通知

③ クラウド録画状態の異常を2回連続で検知
した場合にカメラデバイスを再起動する



● 画質低下を改善し収集データ品質を向上
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工夫したポイント

低画質状態 高画質状態

通信帯域が不安定になると自動で画質
を低下させ録画を継続する仕様がある

静止画像取得直前のタイミングで定期的
に画質を強制的に高画質に切り替える機
能を実装



● タイムラプス照会機能を実装し生育変化を視覚化

（ご要望の高かった機能の実装）
○ 毎時の静止画を結合しタイムラプス動画を生成

○ 月ごとの動画を参照可能な機能を実装
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工夫したポイント

時系列



実証実験で得られた発見
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● 定量的な効果
○ KPIに関連する結果スライド「①調査の効率化」に示す通り、クラウドカメラの導入により一定の効率効果が得られる

ことがわかった

● 定性的な効果
○ KPIに関連する結果スライド「②イチゴ新品種の特性調査」に示す通り、時系列データにより、これまでできていなか

った生育推移観点での調査ができるようになり、特性把握の分析の幅が広がった
○ 一方で、品種特性の中でも果実品質（光沢の強弱、果皮色の濃淡等）の解明には、より高画質な画像が必要なことが

判明した。

● 一方で、画像を照会できるのみのニーズは限定的（アンケート結果より）
○ 収集した画像データから得られる情報を定量化し可視化するといった付加価値が必要不可欠

一定数の利用がない

クラウドカメラの設置により、イチゴの生育状態がリアルタイムに把握でき、調査の効率化が図れる

ことがわかった。一方で、画像照会のみのニーズは限定的であることも判明した。



３. 課題と今後の展開
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● カメラに固定性に問題あり

サービス/ システムに関する課題
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● 広角カメラの撮影データの画像解析 （定量化、可視化に向けての課題）

今回はクランプを使用してカ
メラを固定したが、作業中に
カメラにぶつかりカメラが傾
いた状態となるケースがあっ
たため、別の固定方法の検討
が必要。

定点カメラで捉えている育成状況は一部のため、圃場全体
として成長の偏り状況を把握する上では有用。
しかし、広角カメラでの撮影データはフルHDでも作物の状
態を捉えるのに十分ではないため、画像解析による定量化
の難易度が高い。



● 有効なデータ活用
○ 分析をサービス化することを考えた場合、導入初年度はデータ収集、定量化・可視化の準備

期間として設定し、翌年度以降での比較分析が効果的な活用手段であると考える

● UI/UXの改善
○ スマホアプリとWebアプリで2つのログインが必要となることが使い手への負担となるため、

ログイン認証の簡素化が必要

○ 画像の提供のみに対するニーズは限定的であるため、取得した画像データを定量化、可視化

したデータおよび各データの指標を見出すことのできる情報の提供が必要

導入に向けての課題と解決策
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４. 参考資料
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● ソラカメモニター
○ 静止画像および録画データを自動長期保存しタイムラプス動画を生成、参照する機能を実装
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成果物（制作物）紹介



● ソラカメ
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サービス/ システムの紹介

ソラカメシリーズ

ネットワーク設備 なし（要Wi-Fi：オプション用意）

画像解像度 1920×1080、640×360（動画）

照会・視聴方法 リアルタイム動画視聴：スマートフォンアプリ（ATOM Cam)

防水・防塵 ATOM Cam2：IP67、ATOM Cam Swing：IP65

本体価格 ソラカメATOM Cam2＋ 3,980円
ソラカメATOM Cam Swing 5,680円
※2023年12月1日 価格改定

月額費用 990～2,160円（動画保存期間により変動）

オプション ソラカメ専用セルラーパック（初期費用 31,020円＋月額費用 4,950円）

ATOM Cam 2 ATOM Cam Swing
360度水平、180度垂直回転



● CTC農業支援サービスの概要

遠隔管理 画像解析・可視化 成長予測

導入費用 3,980円～/台

月額 2,990円～/台

提供機能

• リアルタイム動画視聴
• 動画7日間視聴
• 静止画像自動長期保存
• 動画自動長期保存
• タイムラプス動画生成
• 素材参照

• 画像解析による定量化
• 可視化データ参照

• 成長予測モデル構築
• 予測推移データ参照

備考

• Wi-Fi通信環境が必要です
• 詳細は次頁「遠隔管理サービス

詳細」をご参照ください

• 分析が必要な種別ごとにお見
積り致します

• 検出モデル構築に利用するデ
ータを収集する期間が必要と
なります

• 栽培環境に応じたセンサーデー
タを利用して成長サイズを予測
します

個別見積もり
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サービス/ システムの紹介



● 遠隔管理サービス詳細
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サービス/ システムの紹介



● CTC

● SMART AGRI

● クラウドWatch

● TECH＋ Powered by マイナビニュース

● PR TIMES

● SECURITY ONLINE NEWS

● 電波新聞デジタル

● ロボファン

● Infoseek

● agrifwood.jp

● BIGLOBEニュース
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メディア掲載事例（参考）

https://www.ctc-g.co.jp/company/release/20231011-01643.html
https://smartagri-jp.com/news/7657
https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/news/1538228.html
https://news.mynavi.jp/techplus/article/20231011-2790061/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000024.000108377.html
https://ssanet.biz/?p=65266
https://dempa-digital.com/article/482778
https://robot-fun.com/robot-news/7023
https://news.infoseek.co.jp/article/prtimes_000000024_000108377/
https://agrifood.jp/2023/10/13541/
https://news.biglobe.ne.jp/economy/1011/prt_231011_1068206608.html
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